


常
陸
宮
ご
夫
妻

よ
う
こ
そ
大
野
市
へ
‘

　

高
松
宮
賜
杯
第
四
十
四
回
中
部
日
本
ス
キ
ー
大
会
が
一

月
三
十
日
か
ら
二
月
一
日
ま
で
の
三
日
間
、
六
呂
師
高
原

ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
一
年
ぶ
り
の
同
大
会

に
は
、
常
陸
宮
殿
下
・
同
妃
殿
下
も
臨
席
さ
れ
、
各
県
選

手
団
を
激
励
。
ま
た
、
市
内
の
施
設
な
ど
を
訪
問
さ
れ
市

民
と
親
し
く
話
さ
れ
る
な
ど
、
お
忙
し
い
日
程
を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。

高松宮賜杯第四十四回中部日本スキ

ー

大会

十一年ぶりに六呂師高原スキー場で開幕

1月30日（日）

　

午
後
「
時
五
十
分
に
有
終
会
館

ご
到
着
。
御
休
憩
後
、
三
時
か
ら

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
開
会
式
に

出
席
さ
れ
、
激
励
の
お
言
葉
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
四
時
か
ら
は
市

主
催
の
御
茶
会
に
出
席
さ
れ
、
神

子
踊
り
を
ご
鑑
賞
。
六
時
か
ら
、

市
長
主
催
の
夕
食
会
に
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

▲両殿下ご到着

ト
大
勢
の
市
民
が
出
迎
え

ト
各
県
選
手
団
入
場

▲神子踊り保存会の皆さんとご歓談



1月31日（月）

　

絶
好
の
大
会
日
和
、
両
殿
下
は
午
前

中
、
六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場
で
競
技
を

ご
視
察
。
華
子
さ
ま
は
奥
島
理
事
長
の

案
内
で
ス
キ
ー
を
お
楽
し
み
に
な
り
ま

し
た
。
ご
昼
食
で
は
、
お
ろ
し
そ
ば
も

ご
賞
味
。
午
後
こ
時
か
ら
は
和
光
園
と

南
部
酒
造
を
視
察
さ
れ
、
午
後
六
時
か

ら
知
事
主
催
の
夕
食
会
に
出
席
さ
れ
ま

し
た
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
ご
視
察

演
奏
で
お
迎
え
す
る
お
年
寄
り

や
さ
し
い
お
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
妃
殿
下

▲市民に手を振られる

▲熱心に質問される両殿下

2月1日火

　

午
前
中
に
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
を

視
察
さ
れ
た
両
殿
下
は
、
午
後
二
時
か

ら
有
終
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
の
閉
会

式
に
ご
出
席
。
連
覇
を
果
た
し
た
岐
阜

県
に
高
松
宮
賜
杯
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
ご
休
息
後
、
見
送
り
に
駆
け
つ
け

た
市
民
ら
に
笑
顔
で
手
を
振
ら
れ
、
大

野
市
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

1
賜
杯
を
授
与
さ
れ
る

▲笑顔で大野市を後に



固
定
資
産
税

土
地

家
屋

今
年
が

　

評
価
替
え

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
。
家
屋
・
償
却
資
産
の
評
価
額

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
三

年
に
一
度
、
評
価
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
評
価
替
え
の
、
土
地
に
つ
い
て
は
全
国
一
律
に
地

下
公
示
価
格
の
七
割
程
度
を
目
標
に
実
施
さ
れ
、
評
価
の

均
衡
化
や
適
正
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
急
激
な

税
負
担
の
増
加
を
防
ぐ
調
整
措
置
も
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
市
税
の
中
で

も
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
必
要

な
財
源
で
す
。
固
定
資
産
の
評
価

替
え
は
、
資
産
価
格
の
変
動
に
応

じ
て
、
評
価
の
見
直
し
を
行
う
も

の
で
す
。
地
方
税
法
で
は
三
年
ご

と
に
評
価
を
見
直
す
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
平
成
六
年
度
は
評
価
替

え
の
年
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
評
価
替
え
で
は

★
土
地
評
価
額
の
目
標
を
地
価

　

公
示
価
格
の
七
割
に

　

土
地
の
価
格
に
は
、
公
的
な
も

の
だ
け
で
も
、
①
地
価
公
示
価
格

　

（
国
土
庁
土
地
鑑
定
委
員
会
）
②

相
続
税
評
価
額
（
国
税
局
）
③
地

価
調
査
価
格
（
都
道
府
県
）
④
固

定
資
産
税
評
価
額
（
市
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
評
価
額
は
、
昭

和
六
十
二
年
代
以
降
の
急
激
な
地

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
、
各
評
価

に
大
き
な
格
差
が
生
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
「
土
地
基
本
法
」
で
公

的
土
地
評
価
相
互
の
均
衡
と
適
正

化
を
図
る
こ
と
を
定
め
、
平
成
六

年
度
の
評
価
替
え
で
は
、
全
国
一

律
に
地
価
公
示
価
格
の
七
割
程
度

を
目
標
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
大
野
市
の
土
地

　

（
宅
地
）
の
新
し
い
評
価
額
は
、

前
回
の
評
価
額
に
比
べ
、
平
均
で

約
二
・
六
倍
程
度
に
な
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
。

★
急
激
な
税
負
担
に
対
す
る

　

調
整
措
置

　

今
回
の
評
価
替
え
は
、
評
価
の

均
衡
化
、
適
正
化
を
図
る
こ
と
が

目
的
で
あ
り
、
増
税
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
納
税
者
の
税
負
担
に
つ
い

て
は
、
次
に
示
す
よ
う
な
総
合
的

な
調
整
措
置
を
採
る
こ
と
で
、
急

激
な
税
負
担
の
増
加
を
で
き
る
限

り
抑
え
て
い
ま
す
。

　

《
土
地
》

①
住
宅
用
地
の
課
税
標
準
の
特
例

　

措
置
が
拡
充
。
（
表
―
）

②
評
価
替
え
に
よ
る
評
価
額
の
上

　

昇
が
著
し
い
宅
地

　

に
つ
い
て
は
暫
定

　

的
な
課
税
標
準
の

　

特
例
措
置
。

　
　
　
　
　

（
表
2
）

③
宅
地
に
つ
い
て
は

　

よ
り
な
だ
ら
か
な

　

税
負
担
と
な
る
よ

　

う
負
担
調
整
措
置
。

　
　
　
　
　

（
表
3
）

　

《
家
屋
》

①
家
屋
の
耐
用
年
数

　

を
短
縮
（
一
年
ご

　

と
の
減
価
す
る
率

　

が
大
き
く
な
り
ま

　

す
）
。
例
え
ば
、

　

木
造
住
宅
は
三
十

　

二
年
が
二
十
五
年
、

　

非
木
造
の
住
宅
・

　

ア
パ
ー
ト
は
七
十

　

年
が
六
十
年
、
非
木
造
の
事
務

　

所
は
五
十
年
が
四
十
五
年
に
な

　

り
ま
す
。

②
新
築
さ
れ
た
非
木
造
住
宅
・
ア

　

パ
ー
ト
の
初
期
減
価
が
〇
・
九

　

か
ら
〇
・
八
に
引
き
下
げ
ら
れ

　

ま
す
。

③
平
成
四
年
中
ま
で
に
建
築
さ
れ

　

た
す
べ
て
の
家
屋
の
評
価
額
が

　

三
％
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

（
表
I
）

種別 現行 改正後

一般住宅用地 評価額の1／2 評価額の1／3

小規模住宅用地（200ぱまで） ／／の1／4
原・・の1／6

（
表
2
）

宅地評価の上昇率 現行 改‘正後

1．8倍以下 特例措置なし 特例措置なし

1．8倍を超え4．0倍以下 ／／ 評価額の3／4

4．0倍を超え7．5倍以下 ／1 評価額の2／3

7．5倍を超える ／／ 評価額の1／2

　

《
都
市
計
画
税
》

①
住
宅
用
地
の
課
税
標
準
の
特
例

　

措
置
が
導
人
さ
れ
ま
す
。
一
般

　

住
宅
用
地
は
評
価
額
の
三
分
の

　

二
、
小
規
模
住
宅
用
地
（
二
百

　

㎡
ま
で
）
は
評
価
額
の
三
分
の

　

一
。

②
固
定
資
産
税
と
同
様
の
税
負
担

　

の
調
整
措
置
が
導
入
さ
れ
ま

　

す
。
？
評
価
の
上
昇
割
合
の
高

　

い
宅
地
に
対
し
て
暫
定
的
な
課

　

税
標
準
の
特
例
措
置
が
設
け
ら

　

れ
ま
す
。
▼
宅
地
に
つ
い
て
、

　

よ
り
な
だ
ら
か
な
税
負
担
と
な

　

る
よ
う
な
負
担
調
整
串
が
適
用

　

さ
れ
ま
す
。
？
家
屋
の
特
例
措

　

置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

（
表
3
）

上昇率 負担調整牢

住

宅

用

地

1．8倍以下 1．05

1．8倍を超え2．4倍以下 1．075

2．4倍を超え3倍以下 1．1

3倍を超え5倍以下 1．15

5倍を超える 1．2

非

住

宅

用

地

1．8倍以下 1．05

1．8を超え2．4倍以下 1．075

2．4倍を超え3倍以下 1．1

3倍を超え5倍以下 1．15

5倍を超え9倍以下 1．2

9倍を超える 1…25



こうなります

平成六年度以降の税負担

　

固定資産の評価替えに伴う平成六年度以降の具体的な税

負担は、次のようになります。

【固定資産税】標準税率は、1．4％

★土地（住宅の敷地が200m・）の場合

　

平成3年度の価格＝4，000，000円（20，000円／㎡）

　

平成6年度の価格＝12，000，000円（60，000円／㎡）

とすると，土地の固定資産税の計算式は，

　　　　　　　　　

（小規模住宅用地の特例率）

12，000，000円×1／6＝2，000，000円

　　　　　　　　

（平成5年度の課税標準額）

　

2，000，000円÷（4，000，000円×1／4（特例率））＝2

2倍の上昇率により〔3／4〕倍の特例措置があります。

2，000，000円×〔3／4〕＝1，500，000円

　　　　　　　

（平成5年度の課税標準額）

　

1．500．000円÷1，000，000円＝1．5

上昇率1．5から負担調整率〔1．05〕が決定します。

　　　　

（平成3年度の評価額）（小規模住宅用地の特例率）（税率）

平成5年度税額4，000，000円×1／4×1。4％＝14，000円

　　　　　　　

（前年度課税標準額）（負担調整率）（税率）

　　　　　　　　

f－－－－－－－－－－－－l寸平成6年度税額μ，000，000円しく1．05×1．4％＝14，700円

　　　　　　　　

｜｜

平成7年度税額凪050，000円｜×1．05×1．4％＝15，400円

　　　　　　　　

｜

　　　　　　　　

l：

平成8年度税額；1，102，500円ixl．O5×1．4％＝16，200円

★家屋（昭和50年12月建築，木造2階建専用住宅，床面積

　

110m・）の場合

　

平成3年度の価格＝1，650，000円（15，000円／㎡）

既存住宅は，3％減価されますので，

　

平成6年度の価格＝1，600，500円（14，550円／が）

となり，家屋の固定資産税の計算式は，

平成5年度税額1，650，000円×1．4％＝23，100円

平成6～8年度税額1，600，500円×1．4％＝22，400円

となります。

【都市計画税】

　

都市計画税の税率は、0．2％です。固定資産税と同様に計

算します。

平成5年度～8年度の税額と伸び率単

区分 平成5年度 平成6年度 平成7年度 雫に　　平成8年q

土

地

固定資産税 14，000 14．700（5％） 15，400（5％） 16，200（5％レIS

都市計画税 8，000 8，000（O％） 8，000（O％） 8，000（0％）4

家

屋

固定資産税 23，100 22．400（△3％）22，400（O％） 22，400（0％）i

都市計画税 3．300 3．200（△3％） 3，200（O％） 3，200（o％）j

合計 48，400 48，300（△0．2％）49，000（1．4％）49，600（1．6％）j　　

・＾t－fmMnii≪K

新
し
い
評
価
額
は

縦
覧
期
間
中
に
お
確
か
め
く
だ
さ
い

　

平
成
六
年
度
評
価
替
え
に
よ
る
新
し
い
固

定
資
産
税
の
評
価
額
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
よ
う
に
市
役
所
税
務
課
で
縦
覧
い
た
し

ま
す
。
印
鑑
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

縦
覧
期
間
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
吻
か

ら
二
十
日
團
ま
で
の
予
定
で
す
。

詳しくは、市税務課長産税係昌島j．tl公



縁遠蘭i塵磋践誕糾

人
と
雪
と
の

ふ
れ
あ
い

94
お
お
の
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ

六
呂
師
高
原
雪
ま
つ
り

て
盛
中
深

つ
が
は
を

よ
ト
に
流

に
ン
タ
交

と
ベ
ス
の

こ
イ
エ
と

う
雪
フ
民

あ
親
一
市

れ
｀
ノ
｀
ふ
と
ス
し

と
う
・
加

雪
そ
た
参

　

｀
ご
し
も

い
過
ま
ち

あ
を
れ
た

れ
冬
さ
生

ふ
に
催
修

と
か
開
研

人
豊
に
人

　
　

心
大
国

り
で
の

ぶ
顔
勢
し
笑
大

久
｀
も

　

ヽ
が
場
は
ち
会

で
た
の
市
ん
れ

朝
や
す
ら
ち
い
゜

く
ば
｀
た
ま
お
し
し

か
の
売
ま
間
市
販
い

七
朝
を
わ

　

・
た
菜
ぎ
た
し
野
に

し
場
な
で
ま
登
鮮
民

め
に
新
市

4
L
ノ
リ
グ
1
μ
シ
ー
ち
I
I

　

山内市長のあいさつに続いて、

鏡割りやもちまき、華やかな「祥

雲太鼓」の演奏で盛大に開幕。

タ
イ
レ
ン
ジ
・
ｔ
‐
シ
ョ
ー

　

ちびっこたちの一番人気はダイ

レンジャー。悪役に雪玉をぶつけ

ていました。

　

二
月
十
二
・
十
三
日
の
二
日
間
、
六
呂
師
高

原
ス
キ
ー
場
で
開
催
。
あ
い
に
く
の
天
候
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
勢
の
親
子
連
れ
や
ス
キ
ー
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
そ
ろ
い
の
ウ
ェ
ア
を
着

た
中
国
人
研
修
生
百
二
十
人
も
参
加
し
、
ま
つ

り
に
華
を
そ
え
ま
し
た
。
お
も
し
ろ
そ
り
大
会

に
は
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
手
作
り

そ
り
が
登
場
し
、
会
場
は
爆
笑
の
う
ず
。
お
い

し
い
ワ
ー
ル
ド
で
は
、
の
っ
ぺ
い
汁
や
ワ
ン
タ

ン
な
ど
で
、
暖
を
と
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

j
」
一
｀
1
ノ
ー
ノ
イ
ト

　

大
空
に
ふ
わ
り
。
来
場
者
ら
は
、
熱
気
球

で
空
か
ら
、
一
面
に
広
が
る
銀
世
界
を
楽
し

み
ま
し
た
。

言
ｔ
一
塵
T
j
｀
a
。

　

中
国
人
研
修
生
も
大
勢
参
加
し
、
雪
玉

入
れ
や
雪
上
綱
引
き
を
、
訪
れ
た
人
た
ち

と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

お
も
し
ろ
そ
り
大
会

　

着物を着たり面をかぶるなど、

アイデアたっぷりのおもしろそり

に、観客は大笑い。
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七聞かまくら

朝市と雪まつり

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
二
月
五
・
六

日
の
両
日
、
冬
の
風
物
詩
「
七
聞

か
ま
く
ら
朝
市
と
雪
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

ダ
ン
プ
カ
ー
約
五
十
台
分
の
雪
で

作
ら
れ
た
、
恐
竜
な
ど
の
雪
像
や

雪
灯
ろ
う
が
並
び
ま
し
た
。
か
ま

く
ら
の
前
で
朝
市
の
お
ば
ち
ゃ
ん

た
ち
が
久
し
ぶ
り
に
店
開
き
し
。

ハ
ク
サ
イ
ー
ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
地

場
野
菜
を
販
売
。
大
勢
の
買
い
物

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

チビッコにそり専用ゲレンデ

　

2月4日、そり専用のチビッコゲレン

デが消防署横の駐車場にオープン。大野

建設業会後継者育成会が、冬期間家に閉

じ込もりがちな子どもたちに外で自由に

遊んでもらおうと、大型ダンプカー約300

台分の雪で幅20a、長さ30にのりっぱな

ゲレンデを作りました。集まった子供た

ちは大喜びで、そりを楽しんでいました。

エキサイティング

スポーツ

情報

高松宮賜杯第44回中馬り侑1轟ヨ血会

県勢総合5位地健蛎

アルペン3位入賞

　

高
松
宮
賜
杯
第
4
4
回
中
部
日
本

ス
キ
ー
大
会
が
、
1
月
3
0
日
か
ら

3
日
間
、
六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
勢
は
、

ア
ル
ペ
ン
競
技
で
大
活
躍
。
山
内

慎
吾
さ
ん
が
男
子
成
年
三
部
で
、

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

○
市
民
の
お
も
な
成
績

　

【
回
転
】
▼
男
子
成
年
こ
部
⑥
阪

井
幸
人
（
川
土
）
▼
同
三
部
①
山

内
慎
吾
（
稲
郷
）
②
末
永
巌
（
陽

明
町
）
▼
同
教
員
②
奥
島
傑
良

　

（
南
春
日
野
）
⑦
広
瀬
吉
博
（
蕨

生
）
【
距
離
】
▼
男
子
成
年
二
部

⑩
中
井
良
明
（
森
政
領
家
）
▼
同

教
員
④
浦
山
郁
夫
（
木
本
）
⑧
土

蔵
清
治
（
稲
郷
）
▼
同
少
年
⑩
寺

居
正
家
（
伏
石
）
▼
女
子
成
年
こ

部
⑤
木
下
洋
子
（
明
倫
町
）
「
大

回
転
」
▼
男
子
成
年
一
部
⑥
森
下

弘
宣
（
蕨
生
）
▼
同
三
部
④
山
内

慎
吾
（
稲
郷
）
⑤
末
永
巌
（
陽
明

町
）
▼
同
教
員
③
奥
島
傑
良
（
南

春
日
野
）
⑧
広
瀬
吉
博
（
蕨
生
）

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
第
3
種

　

公
認
審
判
員
認
定
講
習
会

日
時
3
月
6
日
⑧
受
付
午
前

　

8
時
4
0
分
か
ら

会
場
運
動
公
園
内
県
営
体
育
館

受
講
資
格
県
内
在
住
者

受
講
料
4
0
0
0
円

問
合
せ
先
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

　

会
事
務
局
（
林
幸
雄
・
酋
6
6
・

　

2
6
3
9
）
ま
で
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製作

食生活改善推進員

私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で

地
域
の
健
康
づ
く
り
推
進

　

今
、
日
本
は
世
界
で
も
指
折
り
の
長
寿
国
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
長
寿
社
会
に
お
い
て
、
誰
も
が
健
康
で
明
る

い
生
涯
を
送
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
食
生
活
改
善
推

進
員
は
、
地
域
住
民
の
食
生
活
改
善
の
た
め
健
康
の
保
持

増
進
に
努
め
、
地
域
の
中
心
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　

日
本
国
民
の
平
均
寿
命
は
大
幅

な
伸
び
を
み
せ
、
世
界
で
も
指
折

り
の
長
寿
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
健
康
で
明
る
く
生
涯
を
送

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

食
生
活
の
ス
タ
イ
ル
は
、
加
工

食
品
の
普
及
や
外
食
す
る
機
会
の

増
加
で
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
な
摂
取
や
栄
養

素
摂
取
の
偏
り
は
、
食
生
活
上
問

題
が
あ
り
、
成
人
病
と
深
く
か
か

わ
り
あ
い
が
あ
り
ま
す
。

●
推
進
員
と
は

　

現
在
、
市
に
は
市
長
の
委
嘱
を

受
け
た
百
二
十
人
近
い
推
進
貝
が

い
ま
す
。
大
野
地
区
食
生
活
改
善

　

「
若
杉
会
」
を
組
織
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
健
康
づ
く
り
推
進

の
た
め
、
き
め
細
か
な
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

推
進
貝
に
な
る
た
め
に
は
、
市

が
実
施
す
る
養
成
講
座
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
年
間
に

七
十
％
以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

マ
ス
タ
ー
し
た
の
ち
「
若
杉
会
」

に
所
属
し
な
が
ら
地
域
に
お
け
る

食
生
活
改
善
、
健
康
づ
く
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

●
推
進
員
の
主
な
活
動

　

健
康
づ
く
り
の
基
本
要
素
で
あ

る
、
栄
養
・
運
動
・
休
養
を
柱
と

し
て
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち

の
手
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域

住
民
の
自
覚
と
認
識
を
深
め
、
啓

発
普
及
な
ど
食
生
活
改
善
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

　

ま
た
、
成
人
病
予
防
食
の
献
立

づ
く
り
や
健
康
診
査
会
場
で
の
試

食
指
導
、
独
居
老
人
の
給
食
サ
ー

ビ
ス
、
特
産
物
料
理
、
母
と
子
の

料
理
教
室
、
ア
セ
ダ
ス
号
運
動
体

験
協
力
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
推
進
員
の
現
状

　

厚
生
省
は
、
七
十
世
帯
に
一
人

の
食
生
活
改
善
推
進
貝
を
お
く
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ま
だ
そ
の
目
標
に
達
し
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
当
市
の
達

成
串
は
、
七
十
四
％
で
す
。
市
で

は
、
平
成
六
年
度
も
食
生
活
改
善

推
進
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

食生活改善推進員
養成講座

日時平成6年5月～7年2月

　

の毎月第4金曜日（9月・12

　

月は第3金曜日）

　

午前9時30分～午後1時

会場市保健センター

対象地域住民の健康づくりに

　

意欲を持つ女性

内容▼健康・栄養・運動など

　

の講義▼成人病予防食の実習

定員先着30名

受講料無料

申込期限4月20日⑥

申込・問合せ先市保健センター

　

（豊65・7333）まで

皆さんの膏康づぐりを後押しします・保津センター（萱65－7333）
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・工工工－エ工
ご存じですか新合繊

新しい感覚の繊維゛［，・゛工’工

感性優先のフ］フツシ

a

　
　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
か
の
よ
う
に
、
洋
服
売
り
場
に

は
き
れ
い
な
色
の
ブ
ラ
ウ
ス
な
ど
が
並
ん
で
い
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
が
「
新
合
繊
」
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
性

質
を
持
つ
て
い
ま
す
か
ら
、
特
徴
を
良
く
理
解
し
て
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
感
性
に
合
つ
た
お
し
や
れ
着

と
し
て
丁
寧
に
取
り
扱
い
ま
し
よ
う
。

　

新
合
繊
と
は
、
特
別
に
新
し
い

繊
維
で
は
な
く
、
従
来
の
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
に
さ
ま
ざ
ま
な
改
良
を
加

え
、
新
し
い
質
感
や
風
合
い
を
持

た
せ
た
繊
維
で
す
。
繊
維
の
太
さ

が
従
来
の
十
分
の
I
か
ら
百
分
の

一
と
い
っ
た
非
常
に
細
い
繊
維

　

（
超
極
細
繊
維
）
が
使
わ
れ
、
高

度
な
複
合
化
と
加
工
技
術
を
駆
使

し
て
製
品
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
主
な
用
途
と
特
徴

ビ
ー
チ
ス
キ
ン
調

　

生
地
の
段
階
で
、
サ
ン
ド
ペ
ー

パ
ー
な
ど
で
こ
す
っ
て
ケ
バ
を
出

し
、
桃
の
皮
の
よ
う
な
感
触
に
仕

上
げ
て
あ
る
。

　

ス
ー
ツ
ー
コ
ー
ト
な
ど

シ
ル
キ
ー
調

　

収
縮
性
の
異
な
る
長
繊
維
を
ミ
ッ

ク
ス
し
て
、
熱
処
理
に
よ
り
繊
維

の
収
縮
差
を
利
用
し
て
ふ
く
ら
み

感
を
持
た
せ
た
絹
の
よ
う
な
感
触
。

　

薄
地
の
ド
レ
ス
ー
ブ
ラ
ウ
ス
・

　

和
装
品
な
ど

そ
毛
調

　

ふ
く
ら
み
と
ハ
リ
、
コ
シ
を
持

た
せ
た
ウ
ー
ル
の
よ
う
な
感
触
。

　

ス
ー
ツ
・
男
性
用
衣
類
な
ど

レ
ー
ヨ
ン
調

　

落
ち
つ
い
た
光
沢
で
、
レ
ー
ヨ

ン
の
よ
う
な
感
触
。

　

ブ
ラ
ウ
ス
ー
ド
レ
ス
な
ど

…
素
材
は
デ
リ
ケ
ー
ト

　

丁
寧
な
取
り
扱
い
を

　

こ
れ
ま
で
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
と
い

え
ば
「
丈
夫
で
取
り
扱
い
が
簡
単
」

が
特
徴
で
し
た
。
し
か
し
、
新
合

繊
の
衣
料
品
は
組
織
的
に
不
安
定

で
、
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
素
材

で
作
ら
れ
て
い
る
た
め
「
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
な
の
に
」
と
い
う
苦
情
も

多
い
よ
う
で
す
。

　

新
合
繊
と
い
う
表
示
は
あ
り
ま

せ
ん
。
風
合
い
や
光
沢
が
と
く
に

よ
い
も
の
、
ま
た
は
ア
イ
ロ
ン
表

示
が
低
温
・
あ
て
布
使
用
や
、
ア

イ
ロ
ン
禁
止
表
示
の
も
の
は
新
合

繊
と
み
な
し
、
次
の
点
に
気
を
つ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
購
入
の
際
、
縫
製
状
態
（
縫
い

　

目
な
ど
）
を
よ
く
確
認
す
る
。

②
洗
濯
は
、
ぬ
る
ま
湯
で
手
洗
い
。

③
ア
イ
ロ
ン
掛
け
は
、
通
常
の
ポ

　

リ
エ
ス
テ
ル
よ
り
低
温
で
、
あ

　

て
布
を
し
て
少
し
浮
か
せ
気
味

　

に
掛
け
る
（
ア
イ
ロ
ン
禁
止
表

　

示
の
も
の
も
あ
る
）
。

④
油
ジ
ミ
を
は
じ
め
シ
ミ
は
取
り

　

に
く
い
の
で
、
汚
さ
な
い
よ
う

　

に
気
を
つ
け
る
。

⑤
シ
ワ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
保

　

管
は
ハ
ン
ガ
ー
に
つ
る
す
よ
う

　

に
す
る
。

　

新
合
繊
は
、
デ
リ
ケ
ー
ト
で
感

性
優
先
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

お
し
ゃ
れ
着
と
し
て
、
丁
寧
に
取

り
扱
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

消費生活に関するご相談は消勢獅洪センターへ・萱66一題プ線463（霖昌司
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぺ
1

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップl

こ；hいか．雪含

（かまくらランド）

・≪る一ぶ登場 阪谷スポーツ少年団

ミニバスケットボール部

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
思
い
や
り
を
大
切
に

　

阪
谷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
昭
和
六

十
一
年
か
ら
本
格
的
な
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
部
員
は
、
阪
谷
小
学

校
の
三
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の

女
子
二
十
一
名
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

練
習
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
の

午
後
四
時
三
十
分
か
ら
六
時
三
十

分
と
毎
週
土
曜
日
の
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
四
時
ま
で
、
阪
谷
小
学

校
で
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
め
き
め
き
と
実
力
を
つ

け
、
各
大
会
で
活
躍
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
行
わ
れ
た

県
新
人
戦
準
優
勝
、
市
ミ
ニ
バ
ス

大
会
優
勝
、
県
ミ
ニ
バ
ス
大
会
三

位
な
ど
の
、
輝
か
し
実
績
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
常
に
目
標
を
持
っ
て

努
力
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
大
切
さ
と
思
い
や
り
の

気
持
ち
を
子
ど
も
た
ち
に
学
ん
で

欲
し
い
と
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
も
、
お
互

い
の
ミ
ス
を
カ
バ
ー
し
あ

い
な
が
ら
、
一
生
懸
命
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
バ

ス
ヶ
ツ
ト
が
楽
し
く
て
、

練
習
を
休
む
子
は
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
。

　

三
・
四
年
生
の
部
員
が
少
な
い

の
が
悩
み
の
種
だ
そ
う
で
す
。
た

だ
今
、
新
入
部
員
を
募
集
中
で
す
。

フ
ァ
イ
ト
あ
ふ
れ
る
あ
な
た
の
参

加
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
申
し

込
み
は
、
阪
谷
公
民
館
（
豊
6
7
・

1
1
1
1
）
ふ
ま
で
。

　

監
督
は
中
道
隆
栄
さ
ん
（
伏
石
）

で
、
コ
ー
チ
の
清
水
悦
朗
さ
ん

　

（
中
野
）
と
協
力
し
て
、
厳
し
い

中
に
も
明
る
い
雰
囲
気
で
指
導
し

　

清
水
悦
朗
さ
ん
は
「
保

護
者
、
地
区
の
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
支
援
の
お
か
げ

で
、
い
い
チ
ー
ム
に
な
り

感
謝
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
も
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
大
切
さ
を
理
解
し
て

く
れ
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

6．11g
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ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
参
加

中
国
人
研
修
生

項菖。A．（22歳）

松田電気工業

大
野
は
歴
史
が
あ
る

安
心
し
て
住
め
る
町

　

平
成
五
年
五
月
に
来
日
し
ま

し
た
。
大
野
は
、
私
の
ふ
る
さ

と
に
比
べ
て
雪
が
多
い
で
す
が
、

少
し
暖
か
い
で
す
。
今
ご
ろ
、

遼
陽
市
は
氷
点
下
二
十
度
ぐ
ら

い
で
す
。

　

大
野
の
人
は
、
親
切
で
勤
勉

な
人
ば
か
り
で
す
。
遼
陽
市
も

大
野
市
も
古
く
か
ら
の
伝
統
と

歴
史
を
大
切
に
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
大
野
は
、
治
安
が
と
て
も

良
く
、
安
心
し
て
住
め
ま
す
。
カ

レ
ー
と
寿
司
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん

が
サ
ト
イ
モ
と
お
も
ち
は
大
好
き

で
す
。
甘
い
も
の
を
食
べ
過
ぎ
た

せ
い
か
、
少
し
太
り
ま
し
た
。ま虹輝。A．（27歳）

エポック

中
日
友
好
の

か
け
橋
に
な
り
た
い

　

今
年
の
二
月
九
日
か
ら
、
実
習

生
と
し
て
来
日
し
ま
し
た
。
職
場

の
人
は
親
切
な
人
ば
か
り
で
、
毎

日
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
食
は
大
好
き
で
、
さ
し
み
、

納
豆
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

研
修
生
事
業
は
、
友
好
と
ふ
れ

あ
い
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
続
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
大
野
に
中
国
人
民
を
代

表
し
て
き
ま
し
た
。
遼
陽
市
に
帰
っ

た
ら
、
学
ん
だ
こ
と
や
大
野
の
良

い
と
こ
ろ
を
、
友
人
た
ち
に
伝
え

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
微
力
で
す

が
、
中
日
友
好
の
か
け
橋
に
な
れ

る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
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老
人
保
健
は
い
つ
か
ら
対
象
に

i

　

老
人
保
健
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

私
は
、
先
日
七
十
歳

に
な
り
ま
し
た
が
、
か
ぜ
を
ひ
い

た
の
で
医
者
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

い
つ
も
と
同
じ
三
割
分
を
請
求
さ

れ
ま
し
た
。
七
十
歳
以
土
は
老
人

保
健
に
な
る
と
、
友
人
に
聞
い
て

い
ま
し
た
が
ど
う
し
て
で
す
か
。

ま
た
、
今
は
市
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
老
人
保

健
に
な
る
と
、
保
険
税
は
納
め
な

く
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
（
匿
名
希
望
）

Ｓ

　

老
人
保
健
制
度
の

対
象
に
な
る
の
は
、

満
七
十
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
翌
月
の
一
日
（
一
日
生

ま
れ
の
人
は
当
該
月
）
か
ら
で
す
。

一
定
の
障
害
を
お
持
ち
で
、
市
長

の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
満
六
十
五

歳
以
土
の
人
も
同
様
で
す
。
ま
た
、

市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
は
転
入

し
た
日
、
認
定
を
受
け
た
日
か
ら

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

老
人
保
健
の
対
象
に
な
っ
た
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
な

く
て
も
い
い
の
で
は
と
の
こ
と
で

す
が
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
保
険
税

を
納
め
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
か

の
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
と
、

老
人
保
健
の
対
象
に
な
ら
な
い
か

ら
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
、
現
在
病
院
な
ど
の

窓
口
で
支
払
わ
れ
る
お
金
は
、
外

来
で
1
ヵ
月
千
円
、
入
院
で
一
日

七
百
円
で
す
が
、
残
り
の
分
は
、

国
…
県
・
市
・
各
保
険
者
が
負
担

し
て
い
ま
す
。
老
人
保
健
も
国
民

健
康
保
険
と
同
様
に
、
収
入
が
な

け
れ
ば
な
り
た
ち
ま
せ
ん
。
保
険

制
度
は
、
お
互
い
の
助
け
合
い
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
者
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
被
扶
養

者
も
含
め
て
、
被
保
険
者
が
老
人

保
健
の
対
象
と
な
る
と
同
時
に
一

般
国
民
健
康
保
険
に
な
り
ま
す
。

　

老
人
保
健
制
度
を
十
分
ご
理
解

の
う
え
、
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
市
民
課
長
野
田
賓
）

W特旨

‥
中
部
日
本
ス
キ
ー
大
会
実
行
委
員
長
の
大
役

奥
島
良
蔵
さ
ん
（
5
5
歳
・
南
春
日
野
）

　

県
ス
キ
ー
連
盟
理
事
長
の
奥
島

さ
ん
は
、
六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場

で
開
か
れ
た
、
第
四
十
四
回
中
部

日
本
ス
キ
ー
大
会
実
行
委
員
長
の

大
役
を
無
事
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

暖
冬
で
雪
不
足
を
心
配
し
ま
し
た

が
、
直
前
の
ま
と
ま
っ
た
降
雪
と

関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
大
会
は

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
め
て
常
陸
宮
妃
殿
下

の
、
ス
キ
ー
先
導
役
も
さ
れ
ま
し

た
。
奥
島
さ
ん
の
的
確
な
先
導
と

好
天
に
恵
ま
れ
、
妃
殿
下
は
十
分

ス
キ
ー
を
楽
し
ま
れ
た
ご
様
子
で

し
た
。
見
事
大
役
を
果
た
し
た
奥

島
さ
ん
の
ス
キ
ー
歴
は
、
四
十
年
。

そ
の
真
価
を
十
分
発
揮
し
ま
し
た
。

　

奥
島
さ
ん
は
、
「
妃
殿
下
は
、

指
導
者
級
の
腕
前
で
、
ま
す
ま
す

技
術
に
円
熟
味
が
増
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
雪
が
な
か
な
か
降
ら
な
く

て
、
大
会
が
う
ま
く
で
き
る
の
か

と
胃
が
痛
む
ほ
ど
心
配
し
ま
し
た

が
、
自
然
の
恵
み
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
活
躍
で
無
事
、
大

会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
関
係
者

に
感
謝
し
ま
す
」
と
、
話
し
て
い

ま
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
電
話
番

号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
住
所
・

氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
屡
9
1
‐
2
大
野

市
天
神
町
－
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

’
侭
知
ら
せ

・
大
野
子
ど
も
劇
場

　
　

う
た
え
パ
ン
パ
ン

　

み
ん
な
が
一
緒
に
な
っ
て
歌

う
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時
3
月
1
0
日
④
開
場
午
後

　

6
時
開
演
6
時
3
0
分

会
場
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
大
野
子
ど
も
劇
場

　

事
務
局
（
春
日
3
1
2
－
2
1

　

容
6
5
・
5
0
1
4
）
ま
で

・
和
裁
講
座
受
講
生
募
集

　

受
講
生
に
応
じ
た
和
裁
の
実

技
講
習
会
で
す
。

日
時
4
月
1
日
～
9
月
3
0
日

　

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
午
後
1

　

時
～
4
時

会
場
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

受
講
料
毎
月
1
0
0
0
円

申
込
先
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　

（
容
6
5
・
6
8
4
0
）
ま
で

・
大
人
の
た
め
の

　
　

お
り
が
み
教
室

日
時
3
月
6
日
2
午
後
2
時

　

～
4
時

会
場
市
図
書
館
視
聴
覚
室

定
員
先
着
3
0
名

講
師
黒
岩
琢
磨
氏

材
料
費
1
0
0
円

申
込
先
市
図
書
館
（
容
6
5
・

　

L
O
i
n
o
c
）
－
t
ぶ
で



カ
キ
の
豊
作
祈
願
1
1
成
り
木
責
め
」

　

榎
の
安
川
四
之
作
さ
ん
宅
で
1
月
1
6
日
、
カ
キ
の
豊
作
を
願
う
「
成
り
木
責

め
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
安
川
さ
ん
が
、
な
た
で
カ
キ
の
木
に
傷
を
付
け
豊
作

を
問
う
と
、
孫
の
知
孝
君
、
夕
子
さ
ん
が
、
口
を
そ
ろ
え
て
「
成
り
ま
す
。
成

り
ま
す
。
枝
が
折
れ
る
ほ
ど
成
り
ま
す
」
と
言
い
な
が
ら
、
小
豆
が
ゆ
を
傷
口

に
塗
り
付
け
て
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

文化財を火災から守れ

防火状態をチェック

　

1
月
1
9
日
、
大
野
地
区
消
防
署
と

市
教
育
委
員
会
は
、
文
化
財
を
所
有

す
る
寺
院
な
ど
、
市
内
4
ヵ
所
の
防

火
査
察
を
行
い
ま
し
た
。
電
気
設
備

や
暖
房
器
具
の
使
用
状
況
、
消
火
器

や
火
災
報
知
器
の
設
置
状
況
を
チ
ェ
ッ

ク
。
万
一
火
災
が
発
生
し
た
と
き
の

心
構
え
や
適
切
な
対
応
を
指
導
し
ま

し
た
。
大
切
な
文
化
財
を
守
る
た
め
、

住
職
た
ち
も
真
剣
な
表
情
で
職
員
の

指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

旧内山家で消防訓練

　

文
化
財
防
火
デ
ー
の
1
月
2
6
日
に

は
、
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

　

「
武
家
屋
敷
旧
内
山
家
」
で
消
防
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
発
煙
筒
の
煙
が

立
ち
こ
め
る
中
、
消
防
車
2
台
が
用

水
か
ら
放
水
。
職
員
が
文
化
財
に
見

立
て
た
段
ボ
ー
ル
を
手
際
よ
く
運
び

出
し
、
火
災
へ
の
備
え
を
確
認
し
ま

し
た
。
地
元
住
民
も
消
火
器
に
よ
る

初
期
消
火
の
訓
練
に
参
加
し
、
防
火

へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

女性の社会参加テーマ

　

富田女性のっとい

　

1月23日、女性の社会参加が求めら

れている今、女性でできる農業・青年

活動・ボランティアは何か考えてみよ

うと、富田女性のつどいが公民館で開

催されました。子どもを連れた若いお

母さんからお年寄りまで、大勢の女性

が参加し、熱心にメモを取っていまし

た。同時にリサイクルバザーや健康パ

ネル展なども開かれました。

秘書広報課広報広聴係萱66一1川

エキサイト広場で

小学生大おたのしみ会

　

スポーツ・レクレーションなどの交

流を通じて、児童の健全な育成をしよ

うと1月23日、市公民館・市子供会育

成連合会が小学生大おたのしみ会を開

催。エキサイト広場で、おそうしリレ

ー・ウマとびリレーなど4種目を楽し

みました。子どもたちは元気に走って

おなかがすいたのか、ロー杯におやつ

をほおばっていました。

訟厨

原
ご…

……回



　色万ダa
「
火
遊
び
や
め
よ
う
」
幼
稚
園
で
防
火
豆
ま
き

　

大
野
地
区
消
防
署
は
市
内
の
幼
稚
園
で
防
火
豆
ま
き
を
行
い
、
園
児
た
ち
に

火
遊
び
を
し
な
い
よ
う
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
2
月
1
日
に
は
小
山
幼
稚
園
を

訪
問
。
園
児
た
ち
は
「
け
し
ソ
ウ
く
ん
」
と
一
緒
に
、
消
防
署
員
の
ふ
ん
し
た

青
鬼
・
赤
鬼
に
元
気
よ
く
豆
を
投
げ
つ
け
、
鬼
を
追
い
払
い
ま
し
た
。
最
後
に

大
き
な
声
で
「
火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
」
と
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

農業経営の確立に努力

担い手農業者研修会

　

2
月
1
1
1
1
H
日
、
有
終
会
館
で
担
い
手

農
業
者
を
中
心
に
地
域
農
業
の
振
興

を
は
か
り
、
農
村
社
会
に
活
力
を
取

り
戻
す
こ
と
を
目
的
に
「
担
い
手
農

業
者
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
明
日
の
農
業
を
担
う
大

勢
の
青
年
が
参
加
。
近
代
化
農
業
を

目
指
す
事
例
発
表
で
は
熱
心
に
メ
モ

を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
午
後
に
開
か

れ
た
講
演
会
に
は
、
一
般
市
民
も
聴

衆
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

高齢者在宅サービス

支援実践フォーラム

　

市
民
会
館
で
2
月
1
5
日
、
介
護
を

要
す
る
老
人
に
は
、
ど
ん
な
在
宅
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
か
を
考
え
る
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。
寝
た
き
り

老
人
の
世
話
を
し
て
い
る
主
婦
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
参
加
。
実
践
発

表
な
ど
が
行
わ
れ
、
介
護
者
の
負
担

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
、
上
手
に

世
話
を
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
ん
な

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
を
、
熱
心
に
討

論
し
て
い
ま
し
た
。

開成中学校の給食に

郷土料理のバイキング

　

開成中学校では給食週間にちなみ、

給食をバイキング方式で行いました。

各クラスごとに会議室を利用して実施。

1月25日は郷土色豊かな山菜おこわ・

ゼンマイの白あえ、29日には生徒たち

が献立を考えて、中華料理を味わいま

した。いつもとは違う給食に、生徒た

ちも大喜び。にこにこ笑いながらおい

しそうに食べていました。

上庄小学校でふるさとの集い

縄ないや伝承遊びを体験

　

県の「ふるさとの日」にちなみ、上

庄小学校で2月5日、ふるさとの集い

が行われました。低学年はこま回しや

おはじきなどの伝承遊び、高学年はお

はぎや縄ない・わらじ作りを体験しま

した。縄ないでは、お年寄りが先生。

児童たちは、おじいちゃんの指導を受

けながら一生懸命、伝承技術の習得に

努めていました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

J3・月

・
ウ
ッ
ド
2
フ
フ
ト

　
　
　
　
　

会
員
募
集

　

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
で
は
、
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

内
容
マ
ル
チ
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の

　

一
般
家
庭
内
で
使
用
す
る
木
工

　

品
の
作
成
。
夏
休
み
に
子
ど
も

　

た
ち
の
工
作
手
伝
い
。

会
場
大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
ー

練
習
日
毎
月
第
2
・
3
・
4
火

　

曜
日
午
後
2
時
～
4
時
ま
で

定
員
5
名

会
費
毎
月
5
0
0
円

講
師
桜
田
勉
氏

申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
員

　

会
社
会
教
育
課
（
酋
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
5
4
5
）
ま
で

・
軽
自
動
車
登
録
変
更

　

手
続
き
は
3
月
中
に

　

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
小
型
特

殊
自
動
車
・
農
耕
車
の
廃
車
や
登

録
変
更
は
も
う
お
済
み
で
す
か
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
。
3
月
中
に
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
…
1
2
5
∝
を
超
え
る

バ
イ
ク
県
軽
自
動
車
協
会
ま
た

　

は
県
二
輪
車
協
会
で
手
続
き
を

　

行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
車
両

　

を
購
入
し
た
販
売
店
に
お
尋
ね

　

く
だ
さ
い
。

1
2
5
∝
以
下
の
バ
イ
ク
・
小
型

特
殊
自
動
車
・
農
耕
車
廃
車
の

　

場
合
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　

と
印
鑑
を
持
っ
て
市
税
務
課
収

　

税
係
へ
。
登
録
変
更
の
場
合
は
、

　

譲
渡
証
明
書
と
自
賠
責
保
険
も

　

必
要
で
す
。

転
入
転
出
に
伴
う
届
出
所
有
者

　

が
転
入
や
転
出
し
た
場
合
は
、

　

登
録
変
更
や
住
所
変
更
の
手
続

　

き
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先
市
税
務
課
収
税
係

　
　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
2

　

1
）
ま
で

・
ち
び
つ
こ
探
検
学
校

　

ヨ
ロ
ン
島

　

子
供
を
自
然
に
親
し
ま
せ
、
外

国
人
小
学
生
と
活
動
を
共
に
し
て

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
国
際
青
少
年
研
修

協
会
が
主
催
し
ま
す
。

期
間
3
月
2
6
日
①
～
4
月
2
日

　

④
8
日
間

場
所
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

定
員
小
学
生
3
6
0
人
（
原
則

　

と
し
て
3
年
生
以
上
）

内
容
島
内
探
検
・
海
の
運
動
会
・

　

イ
カ
ダ
作
り
・
バ
ー
レ
ー
船
大

　

会
・
砂
糖
作
り
な
ど

費
用
約
9
万
6
0
0
0
円

説
明
会
3
月
6
日
⑧
名
古
屋

締
切
3
月
1
0
日
⑥

申
込
方
法
参
加
申
込
書
よ
元
全

　

記
載
し
た
健
康
ノ
ー
ト
・
保
険

　

書
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
協
会
へ

問
合
せ
先
国
際
青
少
年
研
修
協

　

会
（
〒
1
6
0
新
宿
区
西
谷
2

　

－
H
大
村
ビ
ル
3
階
酋
0
3
・

　

3
3
5
9
・
8
4
2
1
）

…
無
料
登
記
法
律
相
談

　

4
月
1
日
は
「
表
示
登
記
の
日
」

で
す
。
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
と

県
司
法
書
士
会
で
は
、
こ
の
日
に

ち
な
み
無
料
登
記
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

日
時
4
月
1
日
面
午
前
1
0
時

　

～
午
後
4
時

会
場
大
野
公
民
館

相
談
内
容
土
地
や
建
物
の
表
示
・

　

分
筆
測
量
・
売
買
・
相
続
な
ど

　

の
登
記
、
商
業
法
人
登
記
、
裁

　

判
所
提
出
書
類
の
作
成
、
地
代

　

や
家
賃
の
供
託
ほ
か

…
自
動
車
の
検
査
・
登
録

　

申
請
は
お
早
め
に

　

3
月
は
自
動
車
の
検
査
・
登
録

申
請
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
次
に

該
当
さ
れ
る
方
は
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
自
動
車
を
買
っ
た
り
、
譲
っ
た

　

り
し
て
、
ま
だ
名
義
変
更
の
手

　

続
き
を
行
っ
て
い
な
い
方
。

2
自
動
車
を
廃
車
し
て
、
ま
だ
抹

　

消
登
録
の
手
続
き
を
行
っ
て
い

　

な
い
方
。

3
3
月
中
に
車
検
の
有
効
期
限
が

　

切
れ
る
自
動
車
を
お
持
ち
の
方

　

で
、
引
き
続
き
使
用
さ
れ
る
方
。

　
　

（
継
続
車
検
は
有
効
期
間
の
切

　

れ
る
1
ヵ
月
前
か
ら
受
験
で
き

　

ま
す
）

申
請
手
続
き
先
中
部
運
輸
局
福

　

井
陸
運
支
局
（
福
井
市
西
谷
I
・

　

1
4
0
2
豊
0
7
7
6
・
3
4
・

　

1
6
0
0
）

利
用
交
通
機
関
J
R
北
陸
本
線

　

越
前
花
堂
駅
か
ら
約
1
・
1
に
m

　

J
R
福
井
駅
か
ら
福
鉄
バ
ス

　
　

（
福
武
・
麻
生
津
線
）
で
花
堂

　

下
車
、
約
1
・
1
㎞

交通
安全

戎
r

運
転
技
術
の

　

過
信
は
や
め
よ
う

　

毎
年
、
全
国
で
三
千
人
以
上

の
若
者
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
市
内
で
も
こ
の
傾

向
は
顕
著
で
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー

の
事
故
が
非
常
に
多
く
、
全
体

の
約
四
割
（
死
亡
事
故
の
第
一

当
事
者
で
は
五
割
が
二
十
代
前

半
の
若
者
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

事
故
の
原
因
の
多
く
は
、
認

知
、
判
断
の
不
十
分
さ
に
あ
り

ま
す
。
「
危
険
に
気
づ
か
な
か
っ

た
」
「
危
険
で
な
い
と
思
っ
た
」

な
ど
、
事
故
を
起
こ
し
た
若
者

の
九
十
％
が
答
え
て
い
ま
す
。

運
転
操
作
の
巧
み
さ
だ
け
で
は

安
全
運
転
は
で
き
ま
せ
ん
。
車

の
陰
か
ら
と
び
だ
す
子
ど
も
、

一
時
停
止
で
止
ま
ら
な
い
車
な

ど
、
い
つ
ど
ん
な
危
険
が
待
ち

受
け
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

い
つ
も
見
え
な
い
危
険
を
予
測

し
、
的
確
な
状
況
判
断
が
大
切

で
す
。

　

若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

交
通
事
故
は
あ
な
た
の
人
生
を

だ
い
な
し
に
し
ま
す
。
車
に
乗
っ

た
ら
ま
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締

め
、
む
や
み
に
ス
ピ
ー
ド
を
出

さ
ず
に
、
周
囲
の
状
況
を
よ
く

観
察
し
な
が
ら
、
見
え
な
い
危

険
に
備
え
た
運
転
を
し
ま
し
よ



●INFORMATION

●
税
金
と
行
政
訴
訟
の
話

　

相
続
税
を
例
に
行
政
訴
訟
の
あ

ら
ま
し
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

土
地
を
相
続
し
た
人
が
税
務
署
に

相
続
税
の
申
告
を
し
た
と
き
、
税

務
署
長
が
申
告
額
よ
り
高
額
の
税

金
を
納
め
る
よ
う
決
定
（
更
正
処

分
）
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申

告
を
し
た
人
が
、
こ
の
更
正
処
分

に
不
服
が
あ
る
と
き
は
税
務
署
長

に
対
し
て
異
議
の
申
し
立
て
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

国
税
不
服
審
判
所
長
に
審
査
請
求

が
で
き
ま
す
。
言
い
分
か
認
め
ら

れ
ず
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
い

場
合
、
裁
判
所
に
更
正
処
分
の
取

り
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
起
こ
す

こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
訴
え

を
「
行
政
訴
訟
」
と
い
い
ま
す
。

　

行
政
訴
訟
を
起
こ
す
に
は
、
期

間
の
制
限
な
ど
の
条
件
を
満
た
す

こ
と
が
必
要
で
す
が
、
こ
れ
を
満

た
し
た
訴
え
に
つ
い
て
は
、
裁
判

所
は
公
平
な
審
理
を
行
い
判
決
し

ま
す
。
行
政
訴
訟
は
、
国
民
の
権

利
や
自
由
を
守
る
上
で
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
井
地
方
裁
判
所

（
酋
0
7
7
″
h
y
・
2
2
・
’
に
a
0
0
0
）

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
第
1
1
回
大
野

　
　
　

た
こ
あ
げ
大
会

日
時
3
月
2
0
日
⑧
受
付
午
前
‥
1
1
一

　

時
雨
天
の
場
合
2
7
日
⑧
に
延
期

会
場
六
呂
師
高
原

締
切
3
月
2
0
日
⑧
午
後
1
時

申
込
先
市
観
光
協
会
（
産
業
文

　

化
展
示
館
内
豊
6
5
・
5
5
2

　

1
）

※
参
加
者
の
年
齢
・
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。
た
こ
の
規
格
も
自
由
で

す
。
ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

●
平
成
7
年
歌
会
始

お
題
「
歌
」

詠
進
要
領
▼
詠
進
歌
は
、
自
作

　

の
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発

　

表
の
も
の
に
限
る
▼
用
紙
は
半

　

紙
（
和
紙
）
と
し
、
毛
筆
で
自

　

書
。
た
だ
し
、
海
外
か
ら
詠
進

　

す
る
場
合
は
、
用
紙
は
随
意
と

　

し
、
毛
筆
で
な
く
て
も
可
▼
病

　

気
な
ど
で
自
書
で
き
な
い
場
合

　

は
、
代
筆
可
。
別
の
紙
に
代
筆

　

の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
・
氏

　

名
を
書
い
て
詠
進
歌
に
添
付
の

　

こ
と
。
視
覚
障
害
の
方
は
、
点

　

字
も
可
▼
書
式
は
、
半
紙
を
横

　

長
に
用
い
、
右
半
分
に
お
題
と

　

歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
・
住

　

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
つ
き
）
・

　

生
年
月
日
お
よ
び
職
業
（
な
る

　

べ
く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で

　

数
四
く

注
意
事
項
次
の
場
合
に
は
、
詠

　

進
歌
は
失
格
と
な
り
ま
す
。
▼

　

一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場

　

合
▼
既
に
発
表
し
た
歌
と
同
一

　

ま
た
は
著
し
く
類
似
し
て
い
る

　

場
合
▼
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
日

　

以
前
に
新
聞
・
雑
誌
そ
の
他
の

　

出
版
物
、
年
賀
状
な
ど
に
よ
り

　

発
表
し
た
場
合
▼
同
筆
と
認
め

　

ら
れ
る
場
合
（
代
筆
の
理
由
書

　

を
添
え
た
場
合
を
除
く
）
▼
住

　

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
職
業

　

を
書
い
て
な
い
も
の
。
そ
の
他

　

詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

期
間
9
月
3
0
日
面
ま
で
。
郵
送

　

の
場
合
は
、
消
印
が
9
月
3
0
日

　

ま
で
有
効

郵
便
の
あ
て
先
「
〒
1
0
0
東

　

京
都
千
代
田
区
千
代
田
1
番
1

　

号
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に

　
　

「
詠
進
歌
」
と
明
記

問
合
せ
先
宮
内
庁
式
部
職
あ
て

　

に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

　

を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
は
っ

　

た
封
筒
を
添
え
て
、
9
月
2
0
日

　

の
ま
で
に

●
殉
職
船
員
遺
児
に

　
　
　

援
護
金
を
支
給

　

乗
船
勤
務
中
に
職
務
上
で
死
亡

さ
れ
た
殉
職
船
員
遺
児
に
援
護
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
額
は
、
出
生
か
ら
高
校
を

通
常
の
期
間
で
卒
業
す
る
ま
で
の

間
、
一
人
月
額
8
0
0
0
円
。
ほ

か
に
小
学
校
入
学
時
に
3
万
円
、

中
学
校
・
高
校
入
学
時
に
1
万
円

で
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
日
本
殉
職
船

　

員
顕
彰
会
（
〒
1
0
2
東
京
都

　

千
代
田
区
麹
町
4
－
5
海
事
セ

　

ン
タ
ー
ビ
ル
内
容
0
3
・
3
2

　

3
4
・
0
6
6
2
）

ノ匡｜民年金アラカルjS2

●忘れていませんか

　

国民年金保険料に、納め忘れは

ないですか。何力月分も納められ

ないと、年金額が減額されたり、

年金が受けられなくなります。毎

年3月は、年金保険料の納付点検

月です。

　

納め忘れがないか、各種届出を

お忘れでないか、今一度、お確か

めください。

●4月から保険料が

　

月額1万1100円

　

国民年金の保険料は、4月から

600円引き上げられ、月額1万

1100円になります。（付加年

金月額1万1500円）

　

これは、急速に進む高齢化社会

で、将来にわたり、安定した年金

制度を維持するために、保険料の

改定をするものです。

　

年金は、世代と世代の支え合い

です。皆様のご理解・ご協力をお

願いいたします。

●お得な前納制度を

　　　　　

ご利用下さい

　

国民年金は、毎月納めることに

なっています。しかし、一定期間

の保険料を前もって一度に納める

ことができる「前納制度」もあり

ます。これを利用すれば、納め忘

れもなく、納める手間も省けます。

　

毎月納付の場合、4月から3月

までの年間保険料は、13万32

00円（付加は13万8000円）

ですが、前納されますと3210

円（付加は3330円）安くなり

ます。ぜひ、便利でお得な前納制

度をご利用ください。

　

詳しいお問い合わせは、市役所

市民課年金係（酋66・1111内

線456）までどうぞ



4
1
｀
と靫歩

192

森
目
小
学
校

　

森
目
小
学
校
（
福
田
邦
仁
校
長
）
は
、
今

年
一
月
に
「
百
こ
十
年
史
」
を
発
行
し
ま
し

た
。
同
校
は
明
治
六
年
に
麻
生
嶋
小
学
校
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
場
所
へ
移

転
し
て
か
ら
約
百
年
に
な
り
ま
す
。
創
立
百

周
年
に
特
別
な
記
念
行
事
も
な
か
っ
た
の
で
、

こ
の
機
会
に
資
料
や
写
真
、
そ
し
て
思
い
出

を
集
め
、
同
窓
生
名
簿
も
加
え
て
記
念
誌
に

ま
と
め
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
校
歌
と
楽
譜
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
作
詞
は
初
代
P
T
A
会
長
で
、
旧
富
田

村
の
村
長
や
市
教
育
委
員
を
し
た
松
田
彦
一

郎
氏
。
作
曲
は
三
朝
温
泉
出
身
で
、
フ
ラ
ン

ス
留
学
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
大
橋
博
氏

で
し
た
。
校
歌
は
平
易
な
言
葉
で
親
し
み
や

す
い
で
す
が
、
短
い
の
で
こ
回
繰
り
返
し
て

歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
九
年
ま
で
は
、
同
校
は
福
井
大

学
教
育
学
部
の
複
式
教
育
実
習
協
力
校
で
し

た
。
本
年
度
は
三
・
四
年
、
来
年
度
は
二
学

級
が
複
式
学
級
に
な
る
よ
う
で
す
。
社
会
と

理
科
は
こ
力
年
通
し
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

組
ま
れ
て
、
複
線
型
学
習
が
行
わ
れ
る
一
方
、

国
語
も
一
部
同
じ
教
材
を
使
う
な
ど
、
研
究

が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
校
舎
は
、
昭
和
六
十
年
に
建
て
ら

れ
、
市
内
の
学
校
で
初
め
て
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

が
で
き
ま
し
た
。
床
暖
房
が
施
さ
れ
、
授
業

や
小
集
会
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
校

下
の
森
目
・
新
河
原
・
土
布
子
の
集
落
は
ほ

と
ん
ど
松
田
と
い
う
姓
で
す
。
在
校
生
と
卒

業
生
を
、
校
歌
の
一
部
を
引
用
し
て
「
森
の

珠
子
ら
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
学
校
を
訪
問

し
た
と
き
校
庭
で
、
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
十
四

名
の
児
童
が
、
元
気
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
の
練

習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

市民のうごき

2月1日現在 前月比

世帯数 11，333世帯 △1世帯

41，857人 △11人
人口 男 20，000人 △3人

女 21．857人 △8人

1月中の異動
転入 36人 出生 35人

転出 56人 死亡 26人

市内の交通事故状況（回ヵヽいlt）

件数内訳
平成6年　
1月末

平成5年　
1月末 増減

総件数 68件 52件 16件

人身

事故

件数 17件 8件 9件

死者 O人 O人 O人

傷者 24人 9人 15人

物損事故 51件 44件 7件

表
紙
の
こ
と
ば

　

上
庄
小
学
校
で
は
、
県
の

　

「
ふ
る
さ
と
の
日
」
に
ち
な
み
、

地
区
の
お
年
寄
り
た
ち
を
招
い

て
ふ
る
さ
と
の
集
い
を
開
催
。

児
童
た
ち
は
、
昔
か
ら
伝
わ
る

遊
び
や
お
手
玉
作
り
、
わ
ら
ぞ

う
り
作
り
な
ど
を
体
験
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
指
導
を
受
け
、
な

れ
な
い
手
つ
き
で
お
手
玉
を
作

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

編
集
後
記

　

常
陸
宮
ご
夫
妻
が
大
野
和
光

園
を
ご
訪
問
さ
れ
、
体
の
不
自

由
な
お
年
寄
り
た
ち
の
歌
と
演

奏
を
、
熱
心
に
お
聞
き
に
な
ら

れ
ま
し
た
。
殿
下
の
温
か
い
お

言
葉
と
、
妃
殿
下
の
優
し
い
笑

顔
に
励
ま
さ
れ
た
お
年
寄
り
た

ち
は
、
生
涯
、
両
殿
下
の
や
さ

し
さ
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。

IR，見1弓・

　

終
列
車
で
越
前
大
野

駅
に
着
い
た
。
ひ
っ
そ

り
と
し
た
六
間
通
り
の

銀
行
横
路
上
に
し
ゃ
が

ん
で
い
る
人
影
を
見
つ

け
た
。
と
て
も
苦
し
そ

う
な
の
で
近
寄
っ
て
み
る
と
、
若
い
男
の
子
が

酒
に
酔
っ
て
吐
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
▼

　

「
水
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
か
」
と
問
う
と
、
う
な

ず
い
た
よ
う
な
の
で
急
い
で
銀
行
前
の
泉
水
に

行
っ
た
が
、
枯
れ
て
い
て
一
滴
の
水
も
な
い
。

近
く
の
家
の
玄
関
に
あ
る
ホ
ー
ス
も
、
蛇
口
の

バ
ル
ブ
が
固
く
て
回
ら
な
い
。
仕
方
な
く
自
動

販
売
機
か
ら
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
を
求
め
て
き
て

手
渡
す
と
よ
ろ
め
き
な
が
ら
一
気
に
飲
み
干
し
、

「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
も
う
い
い
」
と
ろ
れ
つ
の
回

ら
ぬ
ダ
ミ
声
で
私
の
体
を
払
い
の
け
よ
う
と
す

る
。
介
抱
し
て
あ
げ
た
の
に
と
、
ち
ょ
ぴ
り
む
っ

と
し
た
が
彼
に
す
れ
ば
こ
れ
以
上
か
か
わ
っ
て

ほ
し
く
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
▼
酒
屋
の
店
先
に

あ
る
自
動
販
売
機
か
ら
、
酒
カ
ッ
プ
を
取
り
出

し
て
い
る
少
年
に
出
会
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
彼

は
無
造
作
に
酒
カ
ッ
プ
を
手
に
持
ち
、
立
ち
止

ま
っ
て
じ
っ
と
見
て
い
る
私
を
後
目
に
、
そ
そ

く
さ
と
走
り
去
っ
た
▼
今
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
の
低
年
齢
化
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
が
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
未
成

年
の
飲
酒
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
▼
お
酒
は
、
一
歩
飲
み
方
を
誤
れ
ば
飲
ま

ず
に
い
ら
れ
な
く
な
る
し
、
未
成
年
か
ら
飲
み

始
め
る
と
脳
が
急
に
委
縮
し
物
忘
れ
が
激
し
く

な
り
、
人
柄
も
加
速
度
的
に
悪
化
す
る
と
い
う
。

お
金
さ
え
出
せ
ば
手
軽
に
手
に
入
る
お
酒
だ
け

に
、
「
青
少
年
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
制
を
」
と

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
（
H
）
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